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    ２０１６年０９月０７日 

     HelperTex Office 

      

    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

 

 

        不明な点は問い合わせください。 



１．概要 

 材料の配向状態を調べる測定方法として、 

高分子材料などに用いるデバイ環方法、繊維試料台方法から配向度関数（１軸配向専用） 

高分子材料や金属などに用いる極点図から配向度関数、結晶方位分布図(ODF) 

金属などに用いる逆極点図から試料面の方向分布図（逆極点）、LotgeringMethod 

があります。 

圧延材などは、材料面と圧延方向の基準面に対し、材料面｛ｈｋｌ｝と圧延方向＜ｕｖｗ＞ 

に関する情報が必要です。{hkl}<uvw>の定量解析 

しかし、薄膜のような材料面の面分布だけを調べる逆極点図や Lotgering 法も有効 

比較の為に、他の配向評価法の概要も説明します。 

    本説明書はｒａｎｄｏｍ試料を用いないで、ＩＣＤＤ等のピーク強度比率から Lotgering 値を計算する 

    方法を説明します。 

  

２．結晶方位関係の解析方法 

 ２．１ 1 軸配向極点図 

   材料表面     側面測定 

     

  材料表面の極点図を測定、配向度関数で評価 

  側面測定では、どの円周を測っても、同じで金太郎飴状態：デバイ環測定、繊維試料台 

  高分子材では、IP データや繊維試料台を用いて２つの極点図の外周部分のみから、 

  軸配向度を計算している。 

   

      佐々木伸太郎先生の資料より 

  HelperTex サイト、ソフトウエア、FiberSimpleOrientation 説明書を参考にして下さい。 

   

 

 



 ２．２ Hexagonal 金属で良く現れる極点図 

   

  材料 ND,RD,TD に対する配向状態は、１面の極点図から計算される。 

  このような極点図の場合、反射極点図だけで、測定されていない領域は指数関数で Fiiting 

   

  で計算される。 

  HelperTex サイト、ソフトウエア、Orientation、NDOrientation 説明書を参考にして下さい。 

２．３ アルミ材のような極点図から結晶方位{hkl}<uvw>の定量 

  極点図や、結晶方位分布図（ODF 図）から直接結晶方位の大小関係を見る事は出来ません。 

  参考資料 

   

 

  

 この問題の解決は、ODF 解析結果から VolumeFraction 計算が必要です。 



 市販Ａｌ材 1050P（1000mmx2000mmx2t）の 1000mm 方向の結晶方位分布 

   建築材のアルミニウム材を購入し 1000mm 方向に２０個切り出し極点図測定、 

ODF 解析、VolumeFraction 計算して、各位置に対する方位の定量を行いました。 

   θ/θプロファイル 

   

   極点図（２０か所測定） 

   

 

  

 詳しくは、HelperTex サイト、技術資料、「市販 Al 材の結晶方位調査」を参照してください。 

 

材料中心と外側で結晶方位の変化が分かります。 

 

 



 ２．４ θ／θ測定（材料面と平行な面分布測定） 

  逆極点、Lotgering 法では極点図の中心付近を測定しています。 

   

３． Ｌｏｔｇｅｒｉｎｇ計算方法 

 データベースとして、ピーク強度比率を作成しておきます。（Ｉｃ１，Ｉｃ２，，，Ｉｃｎ） 

  （ＩＣＤＤからデータベース作成も可能：MakeMyICDD ソフトウエア） 

 測定は、試料面方向の測定を行います。（θ／θ－ｓｃａｎ） 

 測定データからバックグランドを除去したピーク強度を算出（Ｉ１，Ｉ２，，，，Ｉｎ） 

 

ｐ０＝Ic(hkl)／Σ(Icn) 

P  =  I(hkl)／Σ(In) 

LotgeringValue（％）=（ｐ－ｐ０）／（１－ｐ０）＊１００％ 

 

  この値は、ｒａｎｄｏｍデータですべて０％ 

  ｛１１１｝以外ｚｅｒｏの場合 

   ｛１１１｝は１００％ 

    他は －１００％になります。 

   ｛１１１｝と｛２２２｝がある場合、加算する 

 

逆極点図の場合は 

 I０＝Ic(hkl)／Σ(Icn) 

I  =  I(hkl)／Σ(In) 

 逆極点＝Ｉ／I０ 

 ｛１１１｝はｒａｎｄｏｍ強度の倍数 

 他は ０になります。 

   ｛１１１｝と｛２２２｝がある場合、平均値を計算 

   

４． 必要な環境 

 ｊａｖａ－ｒｕｎｔｉｍｅがインストールされている事 

 ＣＴＲパッケージ或いはＣＴＲ評価パッケージがインストールされている事 

   ＣＴＲパッケージに材料データベースと材料選択の MaterialData ソフトウエアが含まれています。 

  

 

 



５． ソフトウエアの起動 

 直接法 

 C:¥CTR¥bin¥Lotgering.jar をダブルクリック 

 

 間接法 

 ＣＴＲパッケージソフトウエアは ODFPoleFigure2 ソフトウエアから全て起動出来ます。 

  

  ODFPoleFigure2－＞Toolkit－＞InverseTools 

   

  InverseTools(Ver.1.05 以降)の LotGering Method を選択 



６． ソフトウエアの使い方 

 材料の選択（例えば、Aluminum）  ｓａｍｐｌｅの選択     選択情報の確認 

  

 データの平滑化    バックグランド計算パラメータ   計算結果表示プロファイル指定 

 

  ピークサーチ時の最小強度（cps）指定 

 

 Ｌｏｔｇｅｒｉｎｇ値はテキストデータとして表示されます。 

 

７． 機能 

 平滑化 

  Ｓａｖｉｔｚｋｙ－Ｇｏｌａｙ法 

 ＢａｃｋＧｒｏｕｎｄ計算 

  Ｐｏｉｎｔｓの移動平均を行い、平均前と値の比較を、少ない値を採用 

  この方法ｗｏＣｙｃｌｅｓ数繰り返し、バックグランドプロファイルを決定 

 ピークサーチ 

  ３次微分法により、ピーク位置、半価幅、ピーク強度を決定 

 ＤｉｓｐｌａｙＰｒｏｆｉｌｅ 

  ＰｓｅｕｄｏＶｏｉｇｔ関数により、ｋ１２Ｐｒｏｆｉｌｅを計算 

 Ｌｏｔｇｅｒｉｎｇ値 

  前記計算方法 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８． 実際の材料で確認 

 逆極点用データで確認 

 

  

 

 データ選択でプロファイルが表示されます。 

 Ｆｉｔｔｉｎｇを行い、ＰｓｅｕｄｏＶｏｉｇｔの減衰率とｋ１２のピーク強度を決めて 

 Ｍａｔｅｒｉａｌのプロファイル計算が行われる。 

 

  

 で計算結果のプロファイルが表示されます。 



  

 入力データ(Rawdata)，平滑化データ(smdata)、バックグランドデータ（backgroud） 

 バックグランド削除データ（deleteprofile）が多重表示されています。 

 

 

 拡大すると 

  

 で 



  

テキストデータに計算結果（％）、プロファイルに Raw、Calc、Fitting，Material データが表示されます。 

拡大すると 

 

 

 複合材の場合、Ｍａｔｅｒｉａｌで指定されたピークに対し計算が行われ、 

 指定以外の材料のピークＦｉｔｔｉｎｇは行われません。 

 よって、被検材料の回折線に他相の重なりが有る場合、Ｆｉｔｔｉｎｇは成り立ちません。 

 

 



計算から特定の反射を削除方法 

  

 {111}を削除するには、 

  

 Ｌｉｓｔから｛１１１｝の情報を削除します。 

 



  

 

  

 データ数を９－＞８に変更し、 

  

 同じファイル名でｓａｖｅします。 

 

 



再度計算すると、 

 

 

｛１１１｝を含まない計算を行います。 

 

 

 

｛１１１｝を含む計算は、本プログラムを終了するか、Ｍａｒｅｒｉａｌを再選択すれば、 

修正されます。 

 



９． 逆極点との比較 

ＬｏｔｇｅｒｉｎｇＶａｌｕｅ（％） 

 

Ｌｏｔｒｅｒｉｎｇ法は｛１１１｝と｛２２２｝の加算 

 

逆極点図の場合 

 

逆極点の場合は、｛１１１｝と｛２２２｝の平均値 

 

 

 InverseAll ソフトウエアで解析を行い、InverseDisplay ソフトウエアで表示 

 

 

 

  


